
（8）まちの情報広場　　市報ひがしまつしま 2019 年（平成 31 年）1 月 1 日号　

　国連が採択したSDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けた
取り組みを推進していくために、政府は優れた取組を提案した全国
29自治体を「SDGs未来都市」に選定。宮城県からは唯一、東松
島市が選ばれました。
　東松島市では、今後、各省庁の支援施策などを活用し、教育、エ
ネルギー、生涯現役、経済循環、市民協働を中心に「持続可能なま

ちづくり」を目指し、本市の知名度アッ
プにもつなげていく考えです。
　ここでは、市を牽引する様々な分野の
トップランナーの方々に、「SDGs」に対
しての期待感や、持続可能なまちづくり
への思いをインタビュー。第４回目の今回
は、元東松島市復興政策部長で、東松
島から選出の県議会議員、高

た か は し

橋宗
し ゅ う や

也さん
に「SDGs」を語っていただきました。
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持続可能なまちづくりへ 第4回
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QＳＤＧｓでは、持続可能なまちづくりが求められていますが、「持続可能
な社会、まち」を創造していくために必要なことは何だと考えますか。
Aまだ多数の皆さんにとっては「ＳＤＧｓって何？」という段階だと思います。まずはＳＤＧｓに対

しての理解を市民全員で深めていくことが必要だと思います。持続可能なまちづくりに向け
ては、社会環境や自然環境もセットで考えつつ歩んでいくことが必要です。

　やはり東松島市では、震災復興、防災が優先事項です。少子高齢化対策にも目を向ける必
要があるでしょう。これらの課題解決に向けてＳＤＧｓは非常に参考になると思います。
Q市がＳＤＧｓに選定された意義やそれに伴う可能性についてどのように感じますか。
A２０３０年になったとき、今の社会はどのような構造になっているか考えましょう。２０２５年に団

塊の世代が後期高齢者となります。そこからさらに５年後、人口減少社会はさらに加速し必
然と『多死社会』が訪れます。その中で、なお、持続可能な地域づくりを進めていくためには
どうしたらいいか。それは市民一人ひとりの力と地域の共助の力にかかっていくところが大き
くなると思います。今よりももっと広い視野で地域を見つめ、グローバルな考え方ができるよ
うになる必要があります。
QＳＤＧｓでは、子ども、若者、高齢者の人材育成をテーマにしていますが、市民の皆さん

へのメッセージをお願いします。
A「大きな目標をもって行動していくこと」そのものがＳＤＧｓの理念です。自分のためだけでな

く、人のため、人間は頑張れるものです。ＳＤＧｓは社会をより良くしていくための一つのツール
と考えてください。小学生、中学生、高校生、大学生の皆さんには、ぜひグローバルなものの考
え方を養

やしな

っていただきたいです。東松島市は、震災後国内外のさまざまな人々から助けられ、
支援を受けました。その感謝の気持ちを忘れず、復興した地域の姿を見せることが一番の恩
返しにつながります。そのためにも、「グローバル」というキーワードを胸にとどめてほしいです
ね。 インタビューの全文は、

インタビュー
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